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　柏市建設関連防犯連絡協議会は、設立から９年目の年度に入りました。運営委員会の理
事は５期目の年度を迎え、改選期を迎えました。会長の私をはじめ５名の理事は全員が留
任することとなり、平成２６・２７年度の２年間を、当協議会の運営にあたることとなり
ました。引き続き会員の皆様には、当協議会の運営にご理解とご協力をお願いします。
　１０団体が参加して設立した柏市建設関連防犯連絡協議会は、その後活動の趣旨に賛同
した２団体が加盟して現在１２団体となりました。これからも賛同して参加する会員が更
に増加していくような協議会の運営をしていきたいと思います。
　私達の主たる活動は、日頃、市内の道路を走行している車両に「かしわ防犯パトロール」
と書いたステッカーを貼ることです。会員の皆さんがこれを実行することによって、柏市
民の安全安心に寄与することになります。
　この主たる活動のほかに、広く社会の安全に役立つこととして、普通救命講習会や災害
による被災者への支援等を実施してまいりました。救命の成功事例も報告されていること
を考えると、一人でも多くの方に普通救命講習会を受講されるようお勧めします。私は、
今後も当協議会の目的にふさわしい事業を実施していきたいと考えています。会員の皆様
どうぞ引き続き当協議会の活動に、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　悲しい報告をいたします。さる６月２２日に相談役の今井次郎様が逝去されました。今
井様は、柏市建設関連防犯連絡協議会設立の最大の功労者であります。設立当初から３期
６年の間、曾田初代会長のもとで副会長を務められ、会長の補佐役として当協議会の円滑
な運営に貢献され、ゆるぎない組織固めをされました。その後は、健康上の理由により副
会長を辞して相談役として協議会の活動を支援していただきました。ここに今井様の功績
に感謝し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

　柏市建設関連防犯連絡協議会の設立当初から、「かしわ防犯だより」という広報誌を発
行してまいりましたが、今回の発行で１７号になります。広報委員はより良い広報誌を目
指して英威務めていますが、更なる充実を目指して、広く会員の皆様からの意見や提案を
求めています。ご支援をよろしくお願いします。
　結びに、会員の皆様のご健勝とますますのご繁栄をお祈り申し上げます。

 あいさつ
柏市建設関連防犯連絡協議会

会長　落合　勝
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「柏市安全安心まちづくり推進会議」の報告

　平成２６年度、第一回の「柏市安全安心まちづくり推進会議」が、５月３０日（金）に開催され
ました。会議で示された内容について報告します。
　会議では、前年度の事業報告と本年度の事業計画が発表されました。それによると平成２５年度
は、防犯啓発事業（８事業）、犯罪を起こさせない人づくり（組織づくり）事業（２事業）、犯罪が
起こりにくいまちづくり（地域づくり）事業（１２事業）、その他（７事業）の計２９事業が計画
され着実に実施されました。
　平成２６年度事業として「安全で安心なまち柏」の実現を目指して、次の６項目の各事業が計画
され推進されることになりました。

1． 犯罪が起こりにくい
まちづくり（地域づくり）事業

（1） エンジョイ・パトロール
（2）  市民安全パトロール隊事業による地域防

犯活動の支援
（3） パトロール用青色回転灯の貸与
（4） 庁用車防犯パトロール
（5） 公共空間防犯環境整備の推進
（6） 移動交番との連携
（7） 街頭防犯カメラ設置事業
（8） 防犯設備維持管理

2． 安全安心モデル地区事業
（1） 落書きやめさせ隊
（2） 市民パトロール
（3） 日本ガーディアン・エンジェルス柏支部
（4） 防犯環境浄化活動
（5） 柏駅周辺防犯推進協会

3． 防犯啓発事業
（1） 「広報かしわ」への記事掲載
（2） 防犯ポスター募集・掲示
（3） 安全安心まちづくりキャンペーン
（4） 犯罪発生マップ
（5） 防犯安全情報等のメール配信
（6） ケーブルテレビによる情報提供
（7） 音声広報
（8） 犯罪防止キャンペーン

4．  犯罪を起こさせない
人づくり（組織づくり）事業

（1） エンジョイ・パトロールＡｎＡｎのつどい
（2） 暴力団排除の推進
（3） 高齢者の安全対策
（4） 防犯講習会

5． 防犯関係機関との連携
（1） 柏駅周辺防犯推進協会
（2） 公益社団法人千葉県防犯協会
（3） 柏市防犯協会
（4） 柏市防犯交通安全組合
（5） 犯罪被害者等支援関係会議
（6） 全国安全都市会議

6． その他
（1） 子ども安全対策連絡会議
（2） 不審者等の情報共有会議
（3） 不審者対策連絡会議
（4） 高齢者安全安心推進会議
（5） 暴力団排除条例関係課長会議

★　重点事業として
（1） 振り込め詐欺対策
（2） 子どもをねらう不審者対策
（3） 街頭防犯カメラの増設
（4） 防犯ボランティア団体の整理・統合
（5） 柏駅周辺の客引き等対策の検討

　事業計画は事業名のみを掲載しました。詳細については事務局（柏市総務部防災安全課）にお問
い合わせください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（報告　落合　勝）

平成２６年度安全安心まちづくり推進事業
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　去る３月３日のあけぼの連続通り魔殺傷事件において，市民お一人の方の
尊い命が失われました。心からご冥福をお祈りします。
　また，市民の皆様の日常生活に多大な影響を与えてしまい申し訳ございま
せんでした。
　建設関連防犯連絡協議会様をはじめとした防犯ボランティアや警察関係者
の活躍で二次被害や模倣犯の犯罪を防ぐことができました。こころからお礼
を申し上げます。

　当日，私は事件直後の夜中１時過ぎにこの情報を得て，すぐさま防災安全課員を招集して対策を
講じました。
　日頃から，災害対応等で，危機管理業務を行っていますが，災害対応とは違う対応を要すること
になりました。

　その中で我々が果たす主な業務は３つになります。

　１つは，市民への情報提供，広報周知です。市民へ
の情報提供は下記の様に，様々な媒体を含めて，速や
かに広報いたしました。

　その中で，いくくるメール（防犯メール配信）は，
登録者３万人に夜中の３時３３分に配信いたしまし
た。真夜中ですが，緊急性・危険性を考慮し，配信さ
せていただきました。真夜中でのメール配信でしたが，
概ね否定的なご意見もなく，スムーズに実施すること
ができました。

　２つ目は小中学校を含めた，市の子ども関係機関との連絡調整です。
　幸いに，夜中のうちに教育関係機関と連絡をスムーズに行うことができ，小学校では警察の機動
隊が配備され，またご家族の登下校の同行，地元の防犯ボランティア様の対応で，まちぐるみで児
童生徒を犯罪から守ることができました。

　３つ目は，警察との連絡調整です。
　１つ目と２つ目の業務を遂行するために，警察との連絡調整業務が必須になります。

　今回の事件において，警察との連絡など，様々な反省点，課題も見えてきました。今後は，今回
の教訓を生かして対応をしていきたいと思います。

　今後の安全安心まちづくり推進のため，更なるご協力をお願いします。

柏市役所防災安全課長
平　島　雅　治

あけぼの連続通り魔殺傷事件を振り返って

媒　体 回数

防災行政無線 ２

市ホームページ ６

いくくるメール ４

市ツイッター ４

市フェイスブック １

J-COM番組 ( ﾃﾛｯﾌﾟ等 ) ３

似顔絵チラシ １

新聞折込 １
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　第８回通常総会が、平成２６年６月２７日（金）、マリアチャペル マリベール柏で開催されまし
た。来賓として、柏市副市長の関口隆明様、柏警察署長の関吉克行様をはじめ多くの方々のご出席
をいただきました。
　あいさつに立った関口副市長そして関吉署長からは、当協議会の防犯活動への感謝の言葉をいた
だきました。

挨拶する落合会長 挨拶する関口副市長 挨拶する関吉柏警察署長

　関口副市長からは、当協議会が昨年、柏市防犯協会から防犯功労賞を受賞したことを称え、今後
も柏市の安全安心のために、活動を継続し柏市の防犯への協力に期待を込めていました。
　つづいてあいさつに立った関吉柏警察署長は、２月に柏警察署に赴任して間もない３月初めに「あ
けぼの連続通り魔殺傷事件」が発生し、着任間もない時期にありながらも、早期に事件を解決した
その対応に確信を持ち、安堵したと述べておられました。また、この事件によって改めて防犯には、
警察の力だけでは十分ではなく、それを補う防犯ボランティアの力が大きな助けになると述べられ
ました。
　通常総会後に懇親会が開かれ、羽石消防局長の挨拶をいただきました。羽石消防局長は、日頃の
柏市の消防行政及び防犯行政への協力に感謝し、当協議会の更なる成長に期待を込められました。
つづいて、鬼澤総務部長の乾杯の発声で懇親会が始まり、盛会裏に終了しました。

❖通常総会開会前に、去る６月２２日に逝去した故今井次郎氏に黙とうをささげました。
　つづいて落合会長が、８年間の功績を称える追悼の言葉を述べました。

第 8回通常総会が開催されました

通常総会に出席されたご来賓（敬称省略）
柏市副市長　関口隆明　　　柏警察署長　関吉克行　　柏市総務部長　鬼澤徹雄
柏市消防局長　羽石清二　　柏警察署生活安全課長　小川幸雄
柏市総務部防災安全課　課長　平島雅治　主事　西牟田輝大　主事　染谷　侑
柏商工会議所副会頭　小倉祐三

講話をする小川生活安全課長 懇親会風景 懇親会風景



� 安全で安心して暮らせる柏へ

　日　時　　平成２６年２月６日（木）午前１０時３０分
　場　所　　七ヶ浜町役場（宮城県宮城郡七ヶ浜町東宮浜字丑谷辺５番地の１）
　目　的　　被災した小中学生への支援
　金　額　　１０万円
　当協議会
　　　　　　会長　落合　勝　　理事　後藤三千男
　　　　　　柏市防災安全課副参事　藤崎　康行
　七ヶ浜町　
　　　　　　教育長　武田　光彦　　　教育総務課長　赤間　長一
　　　　　　七ヶ浜町立亦楽小学校長　遠藤眞理子（町立小中学校校長会長）

七ヶ浜町支援事業の報告

　七ヶ浜町は、松島湾の入り口の南西に突き出した半島状の形状をしています。面積は１３．２７㎢、
人口は１９，８０８人（Ｈ２５．１０．１現在）です。東日本大震災では、震度５強でしたが、津波
の最高位は１２．１ｍで津波浸水面積は約４．８㎢（町面積の３６．４％）に達しました。死者行方
不明者は、９４名にのぼりました。建物被害は全世帯の６割にあたる３，９２３世帯が被災しました。
現在１，０００人前後の被災者が７か所の仮設住宅で生活しています。
　対応していただいた教育長はじめ３名の方のお話を聞き、いかに甚大な災害であったのかを改め
て知ることとなりました。発災当時、町の職員は昼夜を分かたぬ献身的な対応に追われ、刻々と変
わる被災者への支援に心身ともに困憊していた状況を知り、頭が下がる思いでした。
　七ヶ浜町はそうした厳しい状況を経て、今は町をあげて未来に向かって力強く前進しています。
そんな中で、未来を生きる子供たちのために少しでも元気に学校生活を送れるよう、このたびこの
支援を行いました。

義援金を教育長へ贈る
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コラム
チョット
　まじめに考えるColumn
広報委員　芝間　俊也

「コラムはつらいよ」

？

？

！

花も～嵐も～踏み倒し～♪っと。
男はつらいよ、でも女もつらいよ。ってなことで話題は寅さんだ。

　本作品は 1995 年に終了しており、第一作目は 1969 年だ。シリーズ終盤のちょっとだけ私の思
春期とも被ってはいるが、その当時に見たことはない。全く興味がなかったからだ。
これは人情喜劇の類の映画だが、見始めたのも面白いと感じたのもここ数年前からだろうか。いま
ではほぼ全作見た。
　外面は良く、それでいていっちょまえに講釈はたれる。勝手気ままに騒いでは家に居づらくなり
すぐに仕事という体で逃避の稼業に出かけ、旅先でマドンナに恋をするが、いつも上手くいかず、
女にふられれば一皮むけた聖人のようにフラッと家に帰ってくる。自分の身内には甘えまくり、時
に自分のメロンが用意されていなければ、いいおっちゃんがその理不尽な疎外感を屁理屈に変え子
供のように駄々をこね、さくら、ひろし、おいちゃんおばちゃんに迷惑をかけるわけだ。
　映画も回を重ねるとパターン化してくるわけで、身内に対してこねる屁理屈に「めんどくさい男
だなぁ（苦笑）」とさえ思ってしまうのだが、大人というものは建前と本音を使い分けて生きてい
る訳で、それを如実に表現できている喜劇だからこそ魅力があるわけだ。
結局、寅さんが駄目な大人ということは家族も重々理解しているのだが、決して見捨てない。寅さ
んも悪態はつくが家族を決して見捨てないのだ。そんな家族愛や理解者がいるからこそ寅さんはフ
リーダムに生きられるのだ。
　まあ帰る場所、理解者が居るということはこの上ない幸せなことだということだ。
みんなもそうだろう。自分の人生において、ただの一人でも理解者が居れば、それだけで自分の居
場所ができるだろう。前に向かって進めるだろう？つらいことがあったって投げ出さずに生きてい
けるだろ？
ま、寅さんばりの講釈をたれたが、あの生き方を真似てはいけない。喜劇映画なのだから。
どうなっても責任とれないぞ。

花も～嵐も～踏み倒し～♪
コラムはつらいよ。私はただのコラムニストだ。人に講釈をたれる立場ではない。
頭が痛くなってきた。寝る。

「おいまくら！　さくらとってくれ！」

だってさ。
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　やさしく香るガーデン、新緑がまぶしい里山、開放感あふれる広
場・・・。５月の爽やかな風を感じながら、いつもは見逃しがちな
柏の風景に足を止めて、たくさんの人に楽しんでもらおうというイ
ベントが２０１４年５月９日～５月１８日までの１０日間開催され
ました。
　カシニワ・フェスタの中心は柏市で運用しているカシニワ制度に
賛同してくれた方々です。２回目となる今年は、柏市内 68 カ所のカ
シニワ・フェスタ開催地で庭のオーナーや市民団体 ( 町会・ボランティ
ア団体等 ) の方々が、趣向を凝らした様々なイベントを行ってくれま
した。
　バラのきれいなケーキ屋さんでは、ロールケーキのサービスが。田んぼや斜面林が連なる里山で
は、地元の市民団体が中心となって、子供たちと一緒に丸太切りをしたり、野草の天ぷらづくりを
したり。そのほかにも、昆虫や植物の観察会、カブトムシの幼虫プレゼント、広場での風船割り大
会、畑での種まき体験、ガーデンの案内、押し花づくりなど、大人も子供もみんなが自然に親しみ、
柏の良さを再発見できるような催しが行われました。

　この「カシニワ」とは「柏の街を一つの大きなガー
デンに」することを目指して、柏市が進めている一大
ムーブメントです。「近所の空地を地域全体で共有で
きる庭にする。」「里山をみんなで再生する。」「畑を借
りて野菜を育てる。」「自分の家の庭をきれいにして周
囲にちょこっとだけ公開する。」そんな取組が広がっ
ていくことで、みんなで楽しめる「かしわの庭＝地域
共有の庭」を増やしていこうと、2010 年から柏市公園
緑政課と ( 一財 ) 柏市みどりの基金が様々な応援をし
ています。そして、全国的にも珍しいこの取組が注目
され、カシニワ制度を含む柏市のみどりの取組に対し
て、2012 年には第３２回緑の都市賞で内閣総理大臣賞
を受賞しました。

カシニワ・フェスタ２０１４
　　　　　　～人と緑をつなぐまちめぐり～

一般財団法人柏市みどりの基金
細江まゆみ

カシニワ制度マスコット
キャラクター「ニワやん」

ちびっこ風船割り大会

昆虫や植物の観察会

オープンガーデン



�防犯だより　vol.17

　「カシニワ」は「こんなことしたい」が実現できる
場所です。市民団体の方々が、土地を借りて一から思
い思いのカシニワを作っている所もあります。地権者
さんと周辺住民の方々の理解があれば、基本的に何を
しても自由。好きな野菜や花を植えたり、遊び場を作っ
たり、収穫祭をしたり。土地の利用方法は借主の市民
団体に全てお任せをしているカシニワですが、そうす
ると、荒れた土地がどんどんキレイなガーデンや里山・
広場に変わっていきます。みんなで話し合いながら整
備をしていくことで、カシニワを通してつながりの輪
が生まれ、高齢者や子供たちを地域で見守るといった
動きも起こってきています。中には、町会が災害時の
最初の避難場所に指定しているカシニワも。更に、林
でも嬉しい変化が。ササに覆われて、薄暗く、ゴミが
たくさん捨てられていた林も、きれいに整備されて光
がさすようになると、眠っていた種子が一斉に芽をだ
し、美しい山野草が群生する林に変化していきます。
　カシニワ・フェスタは、そんなカシニワの一斉公開。
日頃から柏市民が大切に育ててきた里山、ガーデン、
広場をたくさんの方に楽しんでもらうことを目的とし
ています。１０日間開催した今年は期間中９２００
人の来場がありました。そして、カシニワ・フェス
タ 2014 が終わり、年１回開かれるカシニワ・フェス
タの次回開催に向けて少しずつ動き出しています。現
在、カシニワ・フェスタ 2015 に参加・応援してくれ
る方を募集しています。オープンガーデンをしてみた
い、土地を借りて地域共有の庭を作りたい、カシニワ・
フェスタに協賛したい等、ご興味のある方はぜひ柏市
公園緑政課 ( ☎ 04-7167-1148) や ( 一財 ) 柏市みどりの
基金 ( ☎ 04-7160-3120) にご連絡ください。一緒にカシ
ニワで柏の街を一つの大きなガーデンにしていきませ
んか？

尺八の演奏会

丸太切り体験



�0 安全で安心して暮らせる柏へ

　本年の新年会は、柏市長をはじめ防災安全課の方々の参加をいただき、盛会な祝宴とな
りました。

新年会が開催されました

概　要
日　時　　平成 26 年 1 月 29 日（水）午後６時～８時
会　場　　マリアチャペル　マリベール柏
　　　　　会長挨拶　　市長挨拶　　吉田総務部長の乾杯発声
参加者　　会員４２名　　来賓７名

来賓の方々（敬称略）
市長
秋山浩保

総務部長
吉田克夫

防災安全課長
平島雅治

防災安全課副参事
藤崎康行

防災安全課主査
岩津圭介

防災安全課主事
西牟田輝大

防災安全課主事
染谷　侑

新加盟団体の紹介

　新年度を迎え、このほど新しい団体が当協議会に入会しました。一緒に活動する１２番目
の仲間です。よろしくお願いします。

会の名称　　柏塗会

会 員 数　　正会員　７社　　賛助会員　３社

会　　長　　土井　和幸

副 会 長　　秋谷　　博

B O U H A N
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手賀駐在所お邪魔します

　千葉県警のホームページを見ますと、管内に交番は 240 ヶ所、駐在所は 246 ヶ所あり、交番よ
り駐在所のほうが多いそうです。柏警察署管内は、逆に交番 16 ヶ所、駐在所 5 ヶ所と交番が多く、
その少数派の駐在所のことが知りたくて、手賀駐在所にお邪魔しました。

　柏の街中を過ぎ、緑のコントラストが美しい景色の
なか、静けさ漂う八幡様の脇に、手賀駐在所はありま
した。初めての訪問にもかかわらず、どこか懐かしい
趣のある建物、昔テレビで見た駐在さんの建物に似て
いたからでしょうか。しかし、扉を開けびっくり。建物、
私の抱いていたイメージを裏切る、とても若いおまわ
りさん、オオクマ巡査？が出迎えてくださいました。

　平屋建ての建物は、交番機能と社宅機能を兼ね備えたもので、駐在する警察官とその家族が生活
されているとのこと。巡回等に出られている時は、奥様が拾得物の手続きや道案内や電話の応対等
対処されているそうで、家族ぐるみで任務にあたってくださっています。個人商店のような身近で
親しみのあるかんじを受けました。手賀駐在所の管轄は、片山、片山新田、手賀、布瀬、布瀬新田
の各地区で、約 1000 世帯ほどが生活されており、新規居住者が少ないという特徴があるそうです。
犯罪傾向は、自動販売機荒らしや墓荒らしで、振り込め詐欺の被害は 2 ～ 3 年前に 1、2 回あった
だけのようです。　オオクマ巡査？は、手賀駐在所に来られてまだ 3 ヶ月だそうですが、前任も
駐在所だったそうで、幼子の成長を見守りながら、地域に貢献できる駐在所勤務が自分に向いてい
るとかんじているとのこと。赴任間もないというのに、地域の方々もお子さんの遊び相手になって
くれ、ご家族も、地域の方々も、人との繋がり、絆をとても大切にされていると感じました。手賀
駐在所の前任の方は 16 年間も駐在されていたそうで、地域の方からの人望厚く、自分もそのよう
に信頼される人柄を踏襲したいと、今は全世帯の巡回連絡を目標に任務に当たられていました。巡
回連絡時には振り込め詐欺のチラシを持参し説明したり、巡回連絡以外にも一人住まいの高齢者の
お宅にはよく顔を出すように努められたりと、この防犯に繋がる活動が犯罪数の少なさに反映して
いるとかんじました。

　非番の日にも関わらず丁寧にお迎えくださいましたオオクマ巡査？奥様、本当にありがとうござ
いました。

表紙の説明
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　日本一安全なまちを目指して様々な取り
組みをしているが、なぜ犯罪発生件数が減
少しないのか。

　柏署管内で発生している軽犯罪の発生件
数は千葉県内でも上位に位置している事を
現状と踏まえ今後も地域で出来る運動を進
めることが必要とされる。市民が自らの意
識を変え、全市民での防犯への取り組みが
おこなわれる事を切に願う。

　決して他人事として無関心になることな
く、一人ひとりが防犯に関心を持つことでこ
のまちは安全なまちに変えられるのである。

編集委員長　石和田　稔
編集委員

庄司 善弘　芝間 俊也　末留 一基　花島 和宏

私達は

『安全・安心の街づくり』

の活動を

応援しています






